


　2023年９月３日　３年ぶりに帯広
健康祭りが帯広市保健福祉センターで
開催されました。
　初めて健康祭りの担当をすることに
なりましたが、コロナ禍で久ぶりの開
催だったので、担当していた私たち看
護協会十勝支部のメンバーは、健康祭
りの内容をあまり把握しているものは
おりませんでした。

　不安を抱えながら６月から会議を始
め、医師会・歯科医師会・栄養士・検
査技師など様々な職種が集まり準備を
行ってきました。
　看護協会十勝支部の企画内容は、帯
広消防との共同のAED体験・アルコー
ルパッチテスト・簡易血糖測定・乳が
ん自己検診・メタボリックシンドロー
ムの健康相談・身体測定・血圧測定・
子供白衣体験でした。当日は天候にも
恵まれ、開場前から多くの市民が保健
福祉センターに集まり様々な年代の方
が私たちのブースに来場しました。

　印象に残った企画は以下の2つにな
ります。１つ目は、AED体験で家族連
れが多く小さなお子さんを看護師に預
けて真剣な表情で講習を聞く若いお母
さんがいらっしゃいました。2つ目は、
乳がん自己検診です。女性ばかりでな
く男性も参加しご夫婦で一緒に検診の
方法を熱心に聞いている姿が新鮮に映
り市民の健康への関心の高さを肌で感
じることができ、次年度も、続けて市
民のみなさの健康維持・増進のための
活動を続けたいと思いました。

　R５年10月21日帯広協会病院 緩和
ケア認定看護師 松本めぐみ先生によ
る「在宅における緩和ケアついて」に
参加させて頂きました。
　研修の内容として、緩和ケアとは、
現在は診断された時から始まり、身体
治療の事だけでなく、患者様が経験す

る仕事や将来の不安・心の辛さ等も支
える為、緩和ケアチームで医療・ケア
を行う。意思決定支援とは、患者様と
家族の意思を受け止め「実現に向かっ
て行動すること、もしくは実現するこ
と」とし、アドバンスケアプランニン
グ（ACP）に取り組み、その場面場面
での意思を確認・アセスメントを進め
ていくとの内容でした。
　また在宅における緩和ケアの実際は、
症状のコントロールや家族支援につい
て、また、意思決定においても、決め
るのはあくまで本人か代理意思決定者
であり看護師側の思いを押しつけない、

意見は揺れるもの、気持ちの変化に合
わせて支持する姿勢で関わる事が重要
とありました。
　研修に参加して、患者様との信頼関
係、背景や価値観を理解し関わる事、
多職種の連携（情報共有、役割分担）
により患者様と家族の思いに添って支
援していく事の重要性を学びました。
私は、地域包括病棟にて退院支援に関
わる中心的な業務を行っています。緩
和ケアにおいて患者様や家族の思いを
尊重し、より良い方向性に支援できる
よう、今回学んだことを、当院全体に
広めていきたいと思います。

おびひろ健康まつり

看護師職能研修会

と　き：令和５年９月３日（日）
ところ：帯広市保健福祉センター

と　き：令和５年10月21日（土）
ところ：Zoom開催
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おびひろ健康まつりに参加して

看護師職能研修
 「在宅における緩和ケアについて」
　　　　　　　　　　  に参加して

清水赤十字病院

　　　　　　　　 地域包括ケア病棟
社会医療法人恵和会　帯広中央病院

テーマ

講師／協会病院緩和ケア認定看護師　松本めぐみ 先生
「在宅における緩和ケアについて」

谷尻　智美

看護師　草野めぐみ



　2023年（令和５年）10月28日㈯
10：00～12：00Web会議システム
（Zoom）で、北海道医療勤務環境改
善支援センター　社会保険労務士佐々
木 大徳（ささき　たつのり）先生か
ら「コロナ禍を経ての看護職のストレ
スマネジメント」と題し講義を受けま
した。参加者は役員を含み29名でした。
　世の中がコロナ対策緩和方向でも、
医療業界での変化はないに等しい。コ
ロナ禍特有の影響として、感染リスク
への不安・感情的な負担・孤立感など

がある。認知的対処として２つ：認知
再構成法（doing　mode）何故そう思
うのか、未来にどうなりたいか、マイ
ンドフルネス（being　mode）今に注
意を向けてとらわれの思考から距離を
置く。メンタル不調を早めに気付くた
めのポイント：外見の変化、言動、行
動の変化、本人の性格。様々な変化に
気付いたらまずは声をかける。望まし
い声掛け：無理に話さなくてよいこと
を伝達、心配していることを伝達、も
しよければ話してほしい気持ちを伝達、
傾聴の姿勢、言いにくいことを話して
くれたことへの感謝の伝達。
　講義を受ける中、過去の事例を思い
出した。化粧が濃くなり、予防衣を着
用することが多くなったスタッフがい

た。他スタッフから行動変容を指摘さ
れ話を聞くと、思い悩んでいる状況だ
った。地元は遠方だったためご両親に
連絡を取り見守りを依頼した。人とは、
外見を着飾り内面を隠すものだと実感
した出来事だった。
　今回の講義で一番印象にある一説
【あなたも誰かにとって「かけがえの
ない人」です】

　今年度の三職能合同研修は、「不妊
治療の現状と課題」をテーマに医療法
人社団慶愛おびひろARTクリニック院
長真井英臣医師にご講演いただきまし
た。
　不妊治療は昨年度より保険適用とな
り、改めて治療について学習する機会
が必要であると感じたこと、さらには
職業上、不妊治療と仕事の両立の困難
さがあると考えたことからテーマとし
て選出いたしました。
　講義の中では、治療方法によるメリ

ット・デメリット、不妊治療と周産期
合併症、保険適用による課題、治療を
受ける患者様とのラポール形成などに
ついてお話しいただきました。各職種
がそれぞれの視点で、不妊治療につい
て改めて考える機会となったと思いま
す。
　私自身は、助産師として参加し、今
後は不妊治療と周産期合併症のリスク
なども考慮して、周産期の助産ケアを
実践したいと思いました。また、治療
中の通院のタイミングは、治療法によ
って異なるというお話しもありました。
看護職は、不規則な勤務体制である施
設も多いため、不妊治療が受けやすく
なるような勤務調整など、仕事と妊
娠・不妊治療を両立できる職場の環境

づくりが大切であると感じました。
　また、助産師職能委員では、昨年ま
で中学生への性教育を実施していまし
た。今回の研修を受けて、卵子の老化
は年齢と共に進んでおり、不妊治療に
ついても性教育の一環として、若い世
代に伝えていく必要があると感じまし
た。貴重な講演をありがとうございま
した。

労働環境改善講演会

三職能合同研修会

と　き：令和５年10月28日（土）
ところ：Zoom開催

と　き：令和５年11月１日（水）
ところ：Zoom開催
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労働環境改善講演会に参加して

三職能合同研修会を開催して

公益財団法人　北海道医療団　帯広西病院
働き続けられる職場づくり委員  看護部  看護師

医療法人社団　慶愛　慶愛病院
　　　　　　産婦人科・小児科病棟

看護部長　渡邉　公子

助産師　新沼美菜子

テーマ

テーマ

講師／北海道医療勤務環境改善支援センター
　　　医療労務管理アドバイザー（社会保険労務士）　佐々木大徳  先生

講師／医療法人社団　慶愛　帯広ＡＲＴクリニック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　真井　英臣 先生

「コロナ禍を経ての医療従事者のストレスマネジメント」

「不妊治療の現状と課題」



　11月18日に十勝プラザで開催された「おびひろキッズタウン2023」に出展してきました。小学４年生が
対象のこのイベント、「看護師さんになって血圧・脈拍測定などを体験しよう」をテーマに、スクラブや白
衣を身にまとい看護師さんになりきって、問診・バイタルサイン測定・聴診などを体験してもらいました。
また、それ以外にも患者さんの腕の傷の洗浄・消毒・包帯固定なども実施。参加してくれた小学生の緊張し
ながらもキラキラした表情がとても印象的でした。
　終わった後にはお給料を受け取って「楽しかったです‼︎」と帰っていく姿に、いつか一緒に働く日がくる
のかも、と期待に胸を膨らませています。
　また、今回は帯広高等看護学院よりボラン
ティアとして１年生６名の協力をいただきま
した。ブースへの呼び込みから受付・着替え
対応・患者役と、休む間もなく元気に協力し
てくれたおかげで、受付終了後も子どもたち
から声がかかる大盛況となりました。
　未来の看護師たちと一緒に開催し、たくさ
んの子どもたちに参加いただき、とても楽し
い実りのある秋のイベントでした。

編　集
後　記

新年を迎え、私たちの活動もあと残りわずかとなりました。
わからない事ばかりでしたが、委員の方の協力により何とか広報委員としての役割を果たせた？かと思っています。
他の委員の方々には、原稿の依頼を快諾していただき本当にありがとうございました。
次年度は委員交代となりますが、これからは読者として nursing あいを楽しみにしています。

（広報委員／鈴木・瀬戸・坂井・浅井）

北海道看護協会十勝支部会員数 （2023年12月24日現在）

保 健 師 看 護 師 助 産 師 准看護師 会員総数
91 名 1,856 名 86 名 158 名 2,191 名

キッズタウン２０２３

JA 北海道厚生連　帯広厚生病院　看護部　看護師　三浦大輔

４

　昨年度に引き続き、北斗病院の長屋
専従医療安全管理者様の講義、グルー
プワークにより、事故防止に向けた環
境設定、事故発生時の分析と対策につ
いて、実際の事故事例を話題にして学
ばせていただきました。
　単に原因をヒューマンファクター
に求めるのではなく、 環境や物品の
「状況」が事象の要因として考えられ
るのではないか？と言う視点で、どの
ような状況で事故が発生したかに着眼
し、療養環境の視点から検証すること

が今後の予防に活きていくことについ
て、改めて確認することができました。
　その際の、安全な療養環境を構築す
るための対策に重要な「教育」の手法
として、緊急手術後のせん妄状態の徘
徊事例や、認知症患者の車椅子自走に
よる転落事故などを、療養環境に関連
する５分類のリスク（機能評価機構認
定病院患者推進協議会）により確認し
検討する学習の流れについても、分か
りやすく学べました。
　グループワークについても、参加の
皆様がZOOMといった限られた中でも
積極的に意見交換され、各施設の取り
組みを具体的に聞きくことができ、そ
の効果や、新たな視点を持つ機会とな
りました。

　各所属の環境条件や状況は様々であ
りますから、責任追及でなく「対策指
向型」に徹して事実を正しく認識し、
そこから学ぶという観点で、自施設の
状況に即した再発防止策を考え、組織
的に取り組むことの重要性を実感する
有意義な時間でした。

医療安全ネットワーク研修会 と　き：令和５年11月11日（土）
ところ：Zoom開催

と　き：令和５年11月18日（土）
ところ：とかちプラザ

　　　　　北海道帯広保育所
保健師　中山　琴江

テーマ

講師／北斗病院　医療安全対策科専従医療安全管理者　長屋　洋平 先生

医療安全各論
〜事故防止に向けた環境設定、事故発生時の分析と対策〜

医療安全ネットワーク研修会に
　　　　　　　　  　　参加して


